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●名鉄知多武豊駅から JR 武豊駅周辺の中心市街地では、商店街の衰退や駅への

アクセスの悪さなど、市街地としての魅力や利便性が低下しています。また、名鉄

知多武豊駅西側では町役場や消防支署等の公共施設が多く立地し、駅前という

好立地を活かせていません。さらに、一方通行の交通規制など、交通網が複雑で

あるなど、交通利便性も低くなっています。 

●町北部では、面的な市街地整備により、良好な市街地の形成が進められています

が、町南部には未利用地や基盤整備が進んでいない地区が残っています。 

●町営住宅の老朽化や入居者の高齢化が進んでいます。また、市街地内には耐震

性の無い住宅や危険なブロック塀も多く残っています。 

●名古屋市野外活動センターが閉鎖されたことから、町内には大規模な公園が少な

く、その一方で、市街地内には小規模な公園が点在していますが、公園施設として

の魅力が低くなっています。 

●まちの中心拠点の景観形成や歴史的なまちなみ保存などが図られておらず、まち

の景観を活かしたまちづくりが進められていません。 
 
●名鉄知多武豊駅から JR 武豊駅において、まちの中心拠点つぃての整備を行うとと

もに、賑わい創出や商業機能などの誘導など、中心拠点としてあるべき機能の立

地誘導を図る必要があります。 

●名鉄知多武豊駅西側における再開発等の市街地整備や、公共機能の移転に伴う

公共用地の民間活用などを検討する必要があります。 

●都市基盤が未整備の地区において、地区計画を策定するなど、都市基盤整備を

進めやすいまちづくりを行う必要があります。 

●町営住宅の計画的な更新・修繕や、耐震性の無い旧耐震基準住宅の耐震改修、

耐震化されていない住宅や危険なブロック塀等の撤去支援、空家の利活用などを

行い、安全な住環境の整備を進める必要があります。 

●公園の整備や維持管理を図るとともに、公園等の公共施設におけるイベントの開催

など、様々な世代・個人・団体が集い、憩える場所づくりを進める必要があります。 

●本町らしい特色あるまちなみの保存や活用を進め、郷土愛の醸成やまちの魅力向

上を図る必要があります。 

 

 

 

 

●適正な土地の利活用が図られ、誰もがまちに愛着を持って安心して快適に暮らせ

るまちをめざします。 
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1-1 市街地・住環境 

 現状と課題 

 施策の基本方針（施策が目指す姿） 

ＳＤＧｓにおける 17 の目標 

現状 

課題 

●策定部会で取りまとめた主要課題 

●昨年度各課より提出してもらった第５次総合

計画達成度評価シートに記載された課題 

を取り巻く現状 

●第５次総合計画の「２２のめざすべきまちの

姿」に相当するもの 

・この基本計画に関連する 

SDGｓマーク。 

・関連の強いものから３つ掲載 

a 

ｂ

ｃ 

●策定部会で取りまとめた主要課題 

●昨年度各課より提出してもらった第５次総合

計画達成度評価シートに記載された課題 

 

基本計画の見方 



 
 

 

 

 

 

めざそう指標 
基準値 

（2018） 

中間目標 

（2025） 

最終目標 

（2030） 

 ％ ％ ％ 

 ％ ％ ％ 

 ％ ％ ％ 
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■武豊町都市計画マスタープラン（2021 年度策定 都市計画課） 

■町営住宅長寿命化計画（2019 年度策定 都市計画課） 

■公園長寿命化計画（2021 年度策定 都市計画課） 

■武豊町建築物耐震改修促進計画（2020 年度策定 都市計画課） 

■武豊町公共施設等総合管理計画（2016 年度策定 都市計画課） 
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 成果指標 

 施策方針 

 関連計画 

●この基本計画の成果を図る指標 

●成果指標を目標値まで達成させるためまた、施

策の基本方針（施策が目指す姿）に近づけるた

めにどういったことをやっていくか 

ｄ

e 

f ●この基本計画に関連する各個別計画 


